
ノート
高速化により周波数の有効利用（大容量化）を図るとともに，今後の様々なサービスにも柔軟に対応できる日本統一無線呼出システムの技術的条件が，94年11月に電気通信技術審議会により答申され，95年6月に（財）電波システム開発センタにおいて「高度無線呼出システム」として標準化された，本稿では，この新しい無線呼出システムの概要と技術的特徴について述べる．
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